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日時 2026年 11月 20日（金） 16:10～18:15 

会場 神戸国際会議場 第 5会場（4F 401＋402会議室／現地開催のみ） 神戸市中央区港島中町 6-9-1 

 

一般演題（16:10～17:10) 

座長：前之園 良一（大阪医科薬科大学医学部泌尿器科 講師 ） 

 

1. 「5-アミノレブリン酸を用いた光力学診断補助下経尿道的膀胱腫瘍切除術における偽陽性病変の全ゲノム

解析のパイロットスタディ」 

山本 新九郎（高知大学） 

 

2. 「ALA-PDD-TURBTにおいて腫瘍の赤色蛍光を認めなかった 2例」 

武井 亮憲（宮崎大学） 

 

3. 「膀胱上皮内癌に対する光線力学診断の有用性の検討―尿細胞診別解析―」 

波越 朋也（高知大学） 

 

4. 「光力学診断導入前後における当院 TURBT成績の比較検討」 

川原 徹也（金沢大学） 

 

5. 「BCG膀胱内注入療法に伴う尿中免疫応答と細菌叢動態の縦断解析―NMIBC 進展リスクとの関連―」 

小田 侑希（奈良県立医科大学） 

 

6. 「BCG未治療高リスク筋層非浸潤性膀胱癌における High grade再発のリスク層別化」 

日吉 浩一郎（山口大学） 

 

7. 「高リスク筋層非浸潤性膀胱癌における術後抗癌剤即時単回注入と BCG療法の併用による無再発生存期

間の検討」 

大溝 奏佑（弘前大学） 

 

8. 「高リスク筋層非浸潤性膀胱癌に対する短期集中低用量ピラルビシン膀胱内注入療法：BCG導入療法と

の比較検討」 

西野 太一（弘前大学） 

 

9. 「CIS含有 NMIBCに対する BCG療法 6年間の変遷と治療成績-単一施設 121例の後ろ向き解析-」 

志賀 健一郎（原三信病院） 

 

10. 「BCG膀胱内注入療法における有害事象スコアは非筋層非浸潤性膀胱癌の予後予測に有用である」 

成田 拓磨（弘前大学） 

 

11. 「腎盂尿管癌に対する術前・術後化学療法の施行実態と予後への影響」 

山形 優友（北海道大学） 
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特別講演（17:15～18:15） 

座長：松山 豪泰（JA山口厚生連 長門総合病院 総合病院長） 

 

「Real-World Dataの結果から再考する NMIBC診療～BCG膀胱内注入治療の話題を中心に～」 

池端 良紀（富山大学学術研究部医学系 腎泌尿器科学 助教） 

「PDD-TURBTを再考する～治療成績と低血圧管理についての最新の知見～」 

福原 秀雄（高知大学医学部 泌尿器科学講座 講師） 

 


